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写真 -1　防波堤模型設置状況
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図 -3　実験前後の港内側被覆ブロック表面の断面変化量分布
（ケース 5，6,425 波作用後，赤：上昇量，青：低下量）

図 -4　港内側被覆ブロックの被害率 D の作用波数 N による変化

消波ブロック 1層被覆式傾斜堤の港内側被覆ブロックの耐波浪特性
に関する実験的研究
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Experimental Study on Structural Resistiveness Against Wave Action of Port 
Side Armor Block of Single Layer Wave Dissipating Concrete Block Covered 
Sloping Breakwater

　2016 年 1 月に発生した南岸低気圧による時化で、太平
洋側の A 港には設計波クラスの波浪が来襲し、消波ブロッ
ク 1 層被覆式傾斜堤である防波堤の港内側被覆ブロック
が被災した。本研究では、A 港防波堤の現状の健全性に
ついて現況調査、水理模型実験および数値解析を通して
評価をおこなった。その結果、港内側被覆ブロックの被
災時潮位は H.W.L. 以上であり、越波水塊の水脈が港内側
水面に落水して空気塊を巻き込みながら激しい横渦を形
成し、噴流となって港内側被覆ブロックに作用して移動
するという被災特性を明らかにした。L.W.L. 以浅の整積部
は被災しなかった一方で、以深の乱積部上端に被災が集
中し、KD 値は防波堤前面における設計値の約 6 倍となっ
た。乱積部上端に大きな揚圧力と法先方向流体力が同時
に作用し被災したと考えられる。
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図 -2　港湾工事の状況（2020 年 1 月）
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図 -4　マルチビーム測量（2019 年 8 月の例）

バングラデシュ南東部に建設中の深海港における
航路埋没モニタリング

Monitoring of Channel Sedimentation at a Deep Sea Port in Southeastern 
Portion of Bangladesh Due to On-Going Construction
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　本稿は、現在建設中のマタバリ石炭火力発電所港湾に
ついて、現地データを基に現場海域の特徴や航路埋没特
性を報告するものである。毎月実施している深浅測量結
果から、航路埋没は 5 ～ 9 月のモンスーン期に顕著であ
ることが改めて確認された。一方、航路埋没量について
実測値と事前予測解析結果と比較すると、両者は概ね良
好に対応した。波浪・濁度観測も併せて実施した結果、

航路埋没は港外の高濁度に強く起因し、特に高波浪と大
潮が重なると、著しい埋戻りを生じることが明らかとなっ
た。また、港内の堆積土砂はシルト～粘土分が支配的で
あり、将来の航路管理を考える上で有用な浮泥厚データ
についても計測を行った。さらに、現場海域では外郭施
設周辺の洗堀も重要なモニタリング項目の一つであり、
北防砂堤先端部において顕著な洗堀が確認された。
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